
   

 

調布なないろ保育園 

   

                  

                  

 

 

      

                 

毎日見上げていたブドウが食べ頃になりました。わくわくしながら子ども達と袋を開き、なないろ学童にブド

ウを植えてくれた現２年生の数人が来ていたので、小学生にもおすそ分けしながらいただきました。 

今年生ったのは１４房で、ほんの一粒ずつしか食べられませんでしたが、「甘いね」「美味しいね」と皆でわけ

あって食べたブドウはとても特別感がありました。ブドウは誘引や剪定が意外と難しく、その反面勢力的にどん

どん大きくなるので、私たち側の知識や手入れと、ブドウの生長との追いかけっこはまだまだ続きそうです。で

も、手をかけて育てることは、その分愛おしさも増して嬉しいです。 

 夏の間の保育の様子はフロアーだよりや各クラスだよりでたっぷりお伝えしましたが、特に 8月は年長のお泊

り保育から始まり、水・泥遊び、涼しい日の虫探し散歩、好きな玩具や廃材制作などの継続遊びなど、夏ならで

はの遊びを満喫しました。子ども達の出席が日々約 6 割から 7 割程度だったので、この期間にさらに異年齢で

の関わりが増え、お友達のあらたな一面に触れたり、逆にどっぷり大人に甘えたり、それぞれ良い夏の毎日であ

ったように思います。お父さんお母さんの夏の思い出はできましたか？ 

 その一方で 8月から次年度入園希望の方の「保育見学」も増えはじめ、平日はほぼ毎日、地域の方がいらして

います。コロナ禍のため一日一組のみ、３０分というしばりの中でご案内していますが、地域の方から受ける質

問もコロナ禍ならではの事が多く、園の方針や、具体的な保育内容、また保護者の方同士の繋がるツールについ

て熱心に訊ねてこられます。実際、園で生き生きと遊ぶ子ども達の様子をみて、「なないろの一員になりたい☆」

と輝く顔をされ、なないろ保育園に入園したら、どんな風に育っていくのかを、子育ての喜びや、先が見通せな

い不安と入交りながらも期待されています。 

 自分もそうだったなぁ、と思うのですが、どんな人でも第一子の時は「子育て一年生」。わからない事、不安な

事があったときに、身近に気軽に頼れる人や場所があると心強い。そして、園内８７家庭あれば８７通りの背景

や子育てへの思いもあるので、そんなこんなを共有しながら、みんなで子育てしていくスタイルは、コロナ禍の

中であってもささやかに繋げていきたいと思います。 

 今月、9月１７日に、約３年ぶりに「お父さん集まれ」の会を開催します。そして同日、「お母さん集まれ」も。

まだまだ全員でとはならず、入れ替えや 

人数に定員を設けての開催ですが、園が架け橋と 

なれるなら、場の提供を広げていく姿勢は惜しまず、 

「繋がる」・・・ではく「繋げる」という前向きな 

エネルギーでたくさんのシナプスを巡らせていきま 

すよ☆ 先駆けとして行った 17日後に、今後の在 

り方や保育講座なども検討企画していくので楽しみ 

にしていてくださいね。 

 

 

 

１歳になります  １人 

２歳になります  2人 

３歳になります  2人 

４歳になります  2人 

５歳になります  2人  

６歳になります  １人 

 

      行 事 予 定 
                               

 【9月】  １日（木） 引渡し訓練・ＢＣＰ訓練 

      ７日（水） 健康診断（0歳児）  

１２日（月） ＳＶ観察 

１５日（木） 誕生会 

１６日・３０日（金） 太鼓・よさこい指導（４・５歳児） 

２０日（火） お茶指導（５歳児） 

２１日（水） 運動会予行練習① 

２８日（水） 素話の会（４・５歳児） 

【10月】  １日（土） 調布なないろ保育園開園記念日  

４日（火） 運動会予行② 

6日（木） ちょうふの里交流 

５日（水） 健康診断（全員） 

７日・１４日（金） 太鼓・よさこい指導（４・５歳児） 

１７日（月） ＳＶ観察 

１８日（火） お茶指導（５歳児） 

２０日（木） 運動会予行（予備日） 

     ２２日（土） 運動会（幼児） 

※２３日（日） ２２日が雨天の場合の予備日 

２７日（木） 誕生会  

２９日（土） 布団丸洗い 

  

お知らせ 
 

17時以降のお迎えの変更は電話連絡としていましたが、コドモンを確認できる体制が整い 

ましたので、１７時以降のお迎えの変更の連絡もコドモンアプリからご連絡ください。 

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

調布なないろ保育園９月園だより 

 

令和４年９月１日（木） 

調布なないろ保育園 

園 長  山口三奈 

 

 

    「お父さん集まれ」「お母さん集まれ」 

 

 
 

お泊り保育を見守る年下の子達「いつか私たちも♪」 

9月生まれの 
おともだち 



たんぽぽぐみ 

 ５月から食育活動でトマトの栽培をしていまし

た。トマトの苗を買いに行く時から「僕が持つ！」、

「私が持ちたい！」と誰が苗を持って帰るかで争奪

戦があるくらい興味を持っていた子ども達！そん

な姿がある子ども達ですが、給食の野菜のお残しが

多く……。野菜に興味を持ったり、願わくは食べら

れたりするきっかけになったらいいなぁと思い、は

じめた栽培でしたが、思いのほか育てることに興味

を持ってくれた子たちは、毎日水やりをして愛着が

湧いたのでしょう♡収穫を迎えた頃には、食べるた

めに「獲ってもいい？」と聞いたり、まだ食べられ

るトマトはないか他クラスのトマトも狙ったりし

ていました       これからも楽しい経験を通して、食

べ物の世界も広げていきたいです♪ 

 

 

                                                           

 

つぼみぐみ 

毎日続けている動物体操とリズム遊び。始めた

当初は、保育士が踊っている姿をポカーンとした

表情で見ているだけでしたが、今では音が鳴る

と、待ってました！とぱあっと笑顔を見せて、体

でリズムを取ったり手拍子をしたりしながら、保

育士を見ながら真似をして一緒に楽しんでいま

す      

出来る事と褒められる事が嬉しいようで、何度も

同じ動作をして保育士を見て来るのがとても可

愛いです⭐これからも毎日楽しみながら体づく

りを続けて行きたいです。 

すみれぐみ 

友達への興味が増えてきたすみれ組。ままごと

では、一人の子がエプロンをつけるとその姿を見

て他の子もエプロンをつけてお弁当作りを楽し

んでいます。完成したお弁当は、「できたよー！」

と保育士や友達に配達してくれます。また、「こ

っちおいで～！」と友達を呼び３、４人の小集団

になって、「かんぱーい」とランチを楽しんでい

る姿も見られます。 

今までは、一人遊びが多かったのですが、友達

と関わる楽しさを知り、少しずつ言葉でのやり取

りも見られています。まだまだその中でトラブル

はありますが、友達との遊びが楽しめるように見

守っていきたいと思います。 

 

ちゅーりっぷぐみ 

 

 冒険ハウスの３階に登れる子が増えてきたち

ゅーりっぷ組。「登れたよ～」と３階から嬉しそ

うに手を振っています。登れた子の姿に触発され

て「自分も！」とやってみようとする子も増えて

きました。その中で登れた子に「すごいね！」 

「頑張ったね！」とほめたり、逆に登れなかった

子には「あと少しだったよ」「こうしたら登れる

よ！」とはげましたりしていました。 

 生活の中で相手の気持ちを考えて、声を掛けて

あげる姿がたくさん見られるようになりました。

友達と遊ぶこと、一緒にいることが大好きな子ど

も達がこれからどんな成長を見せてくれるか楽

しみです。 

 

 

ひまわり組 

子ども達の間で互いに教え合うことができるよ

うになってきたひまわり組。 

そんなひまわり組のエピソードは・・・ 

『“つくる”が日々進化！！』です！ 

ひまわり組は 4 月当初からラキューや廃材制作・

ドレス作り等「つくる」ことが大好きで行ってきま

した。初めは「先生がやって～」と保育士やさくら

組さんにラキューを作って貰っていましたが、少し

ずつ自分で挑戦し始め、作ることの楽しさに気付

き、平面の動物を 1人で作れるようになりました。

今では立体の難しい作品を完成させる子もいたり、

廃材で掃除機を作ってみたり、ステキなドレスを作

って着てみたり・・・前半で「つくる」がすごく成

長しました。後半もひまわり組の子ども達がどのよ

うに成長していくのか楽しみです！ 

 

さくらぐみ 

  

先日、朝の会前にトイレに行きたくなった担任。

でも、もう一人の担任は朝の玄関受け入れ中。「ト

イレに行きたいから他の先生呼んでくる。」と言う

と「大丈夫だから行ってきていいよ」と子どもたち。

数分後、戻ってくると「まだ来ちゃダメ!！」と部屋

に入らせてもらえなかった所に、もう一人の担任も

合流。何事かと思い待っていると「いいよ」とニヤ

ニヤしながら戸を開けてくれたので中に入りまし

た。すると、片付けもきれいに済ませ、全員椅子に

座って朝の会の準備も万端でした。この様子に、誰

かの発案で、みんながそれに乗って協力し合った様

子が目に浮かびました。これぞ年長クラスの醍醐

味。子どもたちの得意気で嬉しそうな表情に私たち

担任も胸が熱くなりました。 

 

 

 

クラスのエピソード 

春・夏 
 


